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 栃木市の「予算」を決めるのは３月議会、「決算」を認定するのは９
月議会で３月と９月は特に重要な議会となります。 

 予算書、決算書は昔でいう電話帳くらいの厚さがあります。その中に

栃木市における一つひとつの事業の金額が記載されています。 
 今回の９月議会では昨年（令和元年）度に関する決算に関し、決算特

別委員会が作られ審議がなされました。 

 

 

 

９月議会では決算の認定 7本の他に 14本の議案が提出されました。その中で問題

となったのが、「栃木市公園条例」および「栃木市公園有料公園施設に関する条例」で

す。 

今、岩舟総合運動公園内に民間企業がサッカースタジアムを建設していま

す。しかし、公園条例では運動公園内の既存施設が存在していることになって

います。そのため条例上、スタジアムを建設することはできないはずですが、

現在はスタジアムを建設しています。 

また、条例が改正されていないため本来なら公園使用料が必要となります

が、これも一切取っていません。本当は工事の着工前に条例改正を行わないと

ならないのですが、全くできていませんでした。これが「後出しじゃんけん議

案」と呼ぶ理由です。 

これらの議案は公園内に本当は建ててはいけないものを建てる。（市の公園なので）

本当は使用料を払わなくてはいけないが、一切免除しますという条例案で、いち民間企

業を優遇するために条例を改正しようとする執行部にはあきれるばかり。また、それを認

める議員の多さに落胆します。結果は賛成多数で議案は可決されました。 

 

内海
う つ み

まさかずと 

9月は「決算」の議会です。 

「市公園条例」、「市公園有料施設に関する条例」に問題あり 
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（1）災害時の住宅確保について 

 昨年の台風 19号から 1年を迎えようとしている。たとえ大雨が

降り越水しても決壊させてはならないと思う。今、最も必要なこと

は被災者の住居確保であるが、その対策は進んでいるのか。 

 一時的な住まいが必要な場合は、被害状況に応じて市営住宅や県営

住宅、民間賃貸住宅を活用している。今後も県、市内関係団体と連携

を図り、災害の規模に応じた住まいの確保及び支援に努める。 

 

 

 

 

（1）保証人問題について 

 大手マスコミで「公営住宅保証人不要２割。高齢者行き場を失うお

それ」と公営住宅において保証人規定が問題となっているとの報道が

ありました。国も保証人規定の見直しを推奨していることを考えると、

栃木市においても保証人免除すべきではないか。 

栃木市においては連帯保証人２名が必要であるが、２名の確保が

困難な場合には１名でも可能としている。国土交通省の公営住宅管

理標準条例（案）においても連帯保証人規定が削除されたことか

ら、栃木県及び県内市町の動向などを参考にしたい。 

 公営住宅は都市整備部のためにあるのではなく、他の自治体のた

めにあるのでもない。住宅に困窮された市民のためにあるべき。周

りに合わすのではなく、市民に合わせて欲しい。 

 状況にあった対応をして頂きたいと言うことだと思う。現状では

高齢者、障がい者といった配慮すべき方々が増えてきているのを認

識している。保証人の免除も着実に検討の中に含める。 

 他の自治体の動向を見てとか言われたのですが、問題は他の自

治体ではありません。栃木市の状況を改善していく。これは執行部

の役目であり、議員の役目でもある。是非進めていって欲しい。 

 

内海まさかずの９月の一般質問 

1.災害避難者支援について 

2.公営住宅の在り方について 

大川市長 

宇梶都市 
整備部長 
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（2）風呂の設置について 

 多くの市営住宅が建てられたのは今から 40年～50年前、当時は風

呂のない家というのもそれなりにあったと思う。しかし、現代社会に

おいて風呂のない家というものは想定されていない。台風 19号にお

いて速やかに入居できなかったのは風呂の設置がなかったから。災

害対策としても風呂の設置をすべきでは。 

 H12年以降の市営住宅には風呂が設置されているが、それ以前は設

置していない。入居者が風呂を設置するのは負担が大きいという声

は多くあり、災害対応の観点からも検討課題だと認識している。国の

交付金の活用も視野に入れた財源確保と合わせて検討して行きたい。 

 私の知り合いで市営住宅に入った人が、25万円かかる風呂が設置で

きなくて、そのまま生活している。お金のない人は風呂に入るなと言

うのではなく、公営住宅の在り方として風呂を付けていく方向である

ということで良いか。 

 財源の問題もあるので、段階的となるかもしれないが、設

置の方向で考えている。 

 

 

 

（1）学校給食調理員問題について 

調理員は公営企業法で規定される職員でその転職については団体交渉

の範疇であることを認識しているか。 

 認識しているが、栃木市の労務職員の単体の労働組合はない

ので団体交渉の必要まではないと認識している。 

（2）責任の取り方について 

 栃木市は、コロナウイルスに感染し完治した職員を職場に復帰させ

ない決定をしたことで、全国的にニュースになり栃木市の評価は地に

落ちた。公務員は法律で信用失墜行為の禁止があり罰則があるが、教育

長はどう責任を取るつもりか。 

 教育委員会は新型コロナウイルス感染症にり患した方への偏見や

差別を防止し、人権教育並びに人権啓発に関する総合的かつ効率的

な施策を進める立場。その立場でありながら今回立場にそぐわない

対応となってしまったことにつきましては、教育委員会として責任

は重いものであると深く受け止めており、この場でお詫びを申し上

げます。 

3.教育現場における新型コロナウイルス対応について 

川津教育 
部長 

青木教育長 
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教育委員会としてと言われたが、合議制でやっている教育委員会のことか。 

発言の内容の教育委員会は 99％私自身のことである。 

  
この事実を知った 4,5 人の方から電話を頂いた。中には私の

家にまで来て話しをされた。こんな反響はそうはない。それ

だけのことであった。人権教育を進める教育長が人権を無視

したのは大問題。教育長の職を辞めるべきと思わないか。 

 市民の方々の声、本当に心から真摯に受け止めさせて頂く。子どもた

ちへの安心安全の担保との観点から過剰な対応となった。当該の調理員

の皆様には本当に申し訳なかったと反省している。今回のことを深く反

省し、これからの人権を尊重された教育行政をしっかりと全うしていく

ことが私に与えられた職責。今後信頼回復のために全力で取り組んでま

いりたい。 

（4）給食の在り方について 

 学校給食でコロナ感染症対策としておかずが１品減らされている

が、本気で予防になると思っているのか。 

 配膳時の接触機会を減らすことにより感染予防を目的

としたものであり、8 月末まで実施した。給食費については H29 年度

に値上げしたが、１品減らしている間も使用する食材の量は通常時と

変わらず、栄養摂取基準も満たしており、感染予防と給食の質とのバ

ランスにおいて問題なかったものと捉えています。 

 私がお尋ねしたのは、感染予防に効果があったかということ。ない

ですよね、全く。栃木市は給食を１品減らしていることも、元に戻した

ことも説明しておらず、給食費だけは取っている状況。これは改善し

て欲しい。 

 栃木市では 9 月から給食を戻しましたが、私が調べた県内の他市においては７月から戻して
いるところ、8月から戻しているところがありました。栃木市以外はその旨を保護者に知らせて
いました。栃木市では今年 6月コロナで学校休業中でも、給食費を取っていたことが問題になり
ました。また、教育長は昨年には給食費の減額が議会を通らなかったことを「残念」と保護者に
プリントを配るなど政策的な言動が目につきます。教育の在り方として問題を含んでいます。 
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議
員
と
な
っ
て
３
期
目
、
栃
木
市

議
会
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
議
案

の
採
決
時
の
討
論
が
あ
り
ま
す
。 

私
は
議
案
に
つ
い
て
ど
う
し
て

も
許
せ
な
い
議
案
が
あ
る
と
、
当
た

り
前
で
す
が
反
対
を
し
ま
す
。
そ
し

て
採
決
前
に
討
論
を
行
い
ま
す
。 

議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
で
す

か
ら
栃
木
市
民
の
立
場
で
賛
否
を

判
断
し
、
こ
れ
は
ダ
メ
だ
と
思
っ
た

議
案
に
は
反
対
し
ま
す
が
、
議
案
の

賛
否
を
判
断
す
る
の
に
は
資
料
を

あ
た
り
、
実
態
を
調
査
し
、
今
後
の

栃
木
市
に
と
っ
て
の
影
響
を
勘
案

し
な
が
ら
判
断
し
ま
す
。
実
を
言
う

と
こ
れ
は
大
変
な
作
業
で
す
。 

毎
回
、
採
決
日
の
前
に
は
パ
ソ
コ

ン
に
向
か
っ
て
討
論
の
原
稿
を
打

ち
込
む
の
で
す
が
、
毎
回
、
議
案
に

反
対
を
し
な
け
れ
ば
ど
ん
な
に
楽

な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
苦
心
惨

憺
し
て
原
稿
を
書
き
、
実
際
に
議
場

で
討
論
を
行
い
ま
す
が
、
私
の
討
論

が
終
わ
っ
た
後
、
賛
成
の
議
員
が
執

行
部
を
忖
度
し
た
討
論
を
行
い
ま

す
。
そ
の
討
論
が
そ
の
議
員
の
思
い

な
ら
ば
尊
重
も
で
き
ま
す
が
、
執
行

部
が
書
い
た
で
あ
ろ
う
原
稿
を
た

だ
読
ん
で
い
る
議
員
に
は
内
心
腹

が
立
ち
ま
す
。
私
は
執
行
部
に
忖
度

し
、
な
ん
で
も
賛
成
の
議
員
に
は
な

ら
な
い
ぞ
と
思
う
瞬
間
で
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
ん
な
議
員
は
い
ら
な
い

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

あ
っ
、
心
配
し
な
い
下
さ
い
ね
。

腹
は
立
ち
ま
す
が
決
し
て
暴
れ
た

り
し
ま
せ
ん
か
ら
ね
。 
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